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イントロダクション（自己紹介）
• 専門はササラダニ類の分類
• ラベル=標本情報
→未来永劫残させるもの

051025
ミズブナすくい

Pterochthonius angelus
マイコダニ Oppiella nova

ナミツブダニ



イントロダクション（自己紹介）
• ガのラベルデータ化を約10年
• 様々な課題
（地名：合併、年号：西暦和暦皇記、解読不能）

• 入力に掛かる労力について身にしみて感じる



イントロダクション（自己紹介）
• ガのラベルデータ化を約10年
• 様々な課題
• （地名：合併とか、年号：西暦和暦皇記、そもそも解読不能）
• 入力に掛かる労力については十分承知

• 今年度４月よりデータを回収する側に転身

051025
ミズブナすくい

年月日？
標本番号？
個体数？



イントロダクション（自己紹介）
• ガのラベルデータ化を約10年
• 様々な課題
• （地名：合併とか、年号：西暦和暦皇記、そもそも解読不能）
• 入力に掛かる労力については十分承知

• 今年度４月よりデータを回収する側に転身

47 4 16
Kii – Shinjo
Tanabe C.



イントロダクション（自己紹介）
• ガのラベルデータ化を約10年
• 様々な課題
（地名：合併や範囲、年号：西暦和暦皇記、解読不能）

• 入力に掛かる労力については十分承知

• 今年度４月よりデータを受け取る側



データ提供の流れ

参加機関
（博物館・大学など自
然史標本を所持）

国立科学博物館
S-Net/GBIF事務局

サイエンスミュージア
ムネット（S-net）

GBIF
（Global Biodiversity 
Information Facility）

ジャパンサーチ

データ変換
（機関様）

受付チェック
内容チェック
（事務局）

GBIFに
アップロード
（システム）

データの互換性
-項目の設定
-必須項目（国名・界名）など



S-NetサイトやGBIFでわかること
• どの標本がどの機関に保存されているか
• 標本の名前、場所、採集年月日
• どこに生息してるか（地理情報）
• 名寄せ、誤記の修正（GBIF）



S-NetサイトやGBIFでわかること
• どの標本がどの機関に保存されているか
• 標本の名前、場所、採集年月日
• どこに生息してるか（地理情報）
• 名寄せ、誤記の修正（GBIF）



S-NetサイトやGBIFでわかること
• どの標本がどの機関に保存されているか
• 標本の名前、採集年月日
• どこに生息してるか（地理情報）
• 名寄せ、誤記の修正（GBIF）



S-NetサイトやGBIFでわかること

採集年月日

採集場所

標本の学名・和名

緯度・経度



S-NetサイトやGBIFでわかること
• 座標データが記入されていると地図上へのプロットができる



S-NetサイトやGBIFでわかること
• どの標本がどの機関に保存されているか
• 標本の名前、場所、採集年月日
• どこに生息してるか（地理情報）
• 名寄せ、誤記の修正（GBIF）



S-NetサイトやGBIFでわかること
• GBIFの基準に基づいた変更を提案される



S-Net・GBIFの利用
～正しくデータを記入するということ～

• 決してイジワルで細かくチェックしているわけではない！！
• 検索したときに最速で目的のデータに辿り着く

• 情報があるのに死蔵してしまうのはもったいない！
• 正しく入力しないと使用できない
• 逆に正しく入力すれば検索でヒット，多方面で利活用される



データ入力で実際にあった例



例１）地名オリジナル一括入力パターン
• 標高、座標が情報としてはある
• →適切な個所に入力されていないので、データが反映されない



例１）地名オリジナル一括入力パターン
• 座標が座標の項目に入っていれば、優先的に検索できるし地図
上にもプロットされる→視覚的にわかりやすい



例２）国名が消える
• GBIFデータ登録のシステム上必須項目がある
• 国情報は必須かつ1か国しか入力されない
→2か国以上入れると自動的に消去されてしまう



例２）国名が消える

→国の登録がないことになってしまう



例３）場所の特定
• 学名：Cottus aleuticus
• 産地：Buskin川
• ロシア産の可能性がある

• Buskin川はロシアではなく
• アラスカ州にある
• GBIFデータによると、Cottus aleuticusは
• アラスカからの情報が多い

• 産地はアラスカではない？！

• →情報登録から推察



GBIFデータを利用した論文
• オカレンスデータは論文にも活用されている
• 2024年2月1日に10万件突破



GBIFデータを利用した論文
• 気候変動
• GBIFデータを使ってインド
ネシアの薬用植物139種を
2050年と2080年の気候モデ
ルを用いて比較、2/3が消失
する可能性を示唆

Science review No. 10より

Ruiz et al., 2021 

• 分布予測
• 土壌環境（間隙量や湿度など）か
らミミズの分布を予測、実際の
データ（GBIFのデータ）と比
較・検証

Cahyaningsih et al., 2021 



生物種分布モデル(Species Distribution Model)
(生息適地推定）
• 対象種の分布と、確認された
地点の気候条件・土地利用等
の環境変数をパラメータとし
て分布モデルを作成

• 未知の分布地候補の検出
• 外来種の侵入リスク推定
• 気候変動と分布変化

国立環境研究所「オープンSDM」プレスリリースより
（ https://www.nies.go.jp/whatsnew/2023/20231004/20231004.html ）



GBIFデータとQGISを使った論文

Chiu et al., 2021

• 日本～韓国～台湾に不連続に
生息するヤマグルマ
（Trochodendron aralioides）の
オカレンスデータをQGISを
用いてマッピング

• 他の環境要因と検討
• ヤマグルマの起源について、
潜在的な分布を予測すること
で済州島ではないかと推定



まとめ
• 膨大なデータを扱う→検索性の高さが重要
• “オープン”データとしての活用
• 今後も一層，紙ラベルのデータ化を促進
• 更に，登録したデータを利活用できるように

• サポートは全力でさせていただきます。



本日のお品書き
• S-Netに登録されている位置情報
• 位置情報だけなら1種類、2000件以下なら

S-Net上でも地図上に表記が可能

• それ以上は？もっと詳しく検索するには？

• QGIS（Geographic Information System）
• 空間情報をコンピュータ上で作成・保存・利用・管理・表示・検索
等ができるシステム

• 既知の分布データや地形や植生などの地理空間情報を用いて、生物
種の空間的な分布モデルを推定することができる



本日のお品書き
• QGIS→詳しくは三橋弘宗様
• S-NetやGBIFのデータを使って実際に演習してみましょう
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